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新型コロナウイルス感染症リスク管理対策本部 

本部長  杉 山   直 

 

第 8 波・季節性インフルエンザとの同時流行による感染急拡大の抑制に向けた 

感染防止対策の再徹底について 

 

日頃から，新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止にご理解，ご協力いただき，御礼

申し上げます。 

新型コロナウイルス新規感染者数は，全国的に 10 月下旬から増加傾向にあり，本学で

も新規陽性者数は顕著に増加しています。第 8 波の到来や，新型コロナウイルスと季節性

インフルエンザとの同時流行が懸念されることから，引き続き次に掲げる事項に留意し，

感染防止対策の再徹底をお願いします。 

なお，国及び県の方針を鑑み，本学の活動指針は現行どおりとします。 

 

１ 「３密の回避」，「人と人との距離の確保」，「マスクの着用」，「手洗い等の手指衛生」，

「換気」など基本的な感染防止対策の徹底をお願いします。 

※県をまたぐ移動や，多数の人が集まる行事等に参加する場合は，特に体調管理と感染 

防止対策の徹底をお願いします。 

 

２ 会食・飲食する際は，愛知県新型コロナウイルス感染症対策サイトで示されている感

染防止対策の内容を遵守してください。 

 ※詳細ページ（愛知県新型コロナウイルス感染症対策サイト） 

  https://www.pref.aichi.jp/site/covid19-aichi/covid19-aichi.html 

 

３ 新型コロナウイルス感染症に罹患した場合や濃厚接触者に特定された場合はもとより，

喉の痛み，咳，息苦しさ，倦怠感，嗅覚・味覚異常，発熱などの症状が一つでもある場

合は，大学へは登校・出勤せず，至急，保健管理室（hokekan@htc.nagoya-u.ac.jp）に連

絡してください。 

 

４ 海外渡航にあたっては，渡航先の感染状況や感染防止対策，感染した場合の現地の医

療体制の確認など，安全確保に努めてください。帰国時においても，健康管理に留意し，

発 熱 な ど の 症 状 が あ る 場 合 は ， 大 学 へ は 登 校 ・ 出 勤 せ ず ， 至 急 ， 保 健 管 理 室

（hokekan@htc.nagoya-u.ac.jp）に連絡してください。 

 

５ オミクロン株対応ワクチンの接種間隔が，10 月 21 日から 3 か月に短縮されました。

オミクロン株対応ワクチンについては，BA.1 対応型，BA.4-5 対応型いずれも従来型ワ

クチンを上回る重症化予防効果等があることや，今後の変異株に対してもより有効であ

ることが期待されています。厚生労働省から別添の通り早期（年内）の接種に関する案

内が届いておりますので，接種についてご検討いただく際にお役立てください。 

https://www.pref.aichi.jp/site/covid19-aichi/covid19-aichi.html
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この冬は、ワクチン接種・新型コロナ抗原
定性検査キット・解熱鎮痛薬の準備を

チェック！

新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザが
同時に流行すると、発熱外来がひっ迫する可能性があります。

・新型コロナ抗原定性検査キット
・解熱鎮痛薬 （市販の解熱鎮痛薬について）

発熱などの体調不良時にそなえて、

早めに購入しておきましょう

感染が拡大する前の接種をご検討ください

・新型コロナワクチンの接種
新型コロナワクチンの早期の接種をお願いします。

（インフルエンザ

ワクチンについて）

「研究用」ではなく国が承認した「医療用」もしくは「一般用」のキットを使用してください。

国が承認した検査キットの一覧

（一般用）（医療用）

医療用 一般用

あわせて確認しておきましょう

その他、生活必需品なども用意しておきましょう。
（体温計・日持ちする食料（5～7日分）など）

かかりつけ薬剤師・薬局にお気軽にご相談ください。

（受診・相談センターについて）

国が承認した新型コロナ
抗原定性検査キットを選びましょう

・電話相談窓口などの連絡先
受診・相談センターなどお住まいの地域の相談窓口、「救急車利用マニュアル」

の参照や♯7119（救急要請相談）、♯8000（こども医療相談）など

・インフルエンザワクチンの接種
65歳以上の方などの定期接種対象者で、

接種を希望される方は早めの接種をお願いします。

（救急車利用マニュアルについて）

（新型コロナ

ワクチンについて）

全国知事会

（厚生労働省相談窓口）


